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レイヤ別にみた事業展開例 … パターン一覧

アプリ
ケーション

層

プラット
フォーム層

ネットワー
ク層

端末層

プラットフォーム層を提供するビジネスへの展開方法として、下位層からの展開、上位層からの展開、
下位層と上位層の連携、プラットフォーム層横展開等、7パターンに分類することが可能

プラットフォーム層を提供するビジネスへの展開方法として、下位層からの展開、上位層からの展開、
下位層と上位層の連携、プラットフォーム層横展開等、7パターンに分類することが可能

パターン① パターン② パターン③ パターン④ パターン⑤ パターン⑥ パターン⑦
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プレーヤーの分類

プラットフォーム事業者は、同機能のみを提供している「専業プレーヤー」（他層事業は協働型で展
開）と、アプリーケーション等他層の機能を合わせて提供している「兼業プレーヤー」（他層事業の全
部あるいは一部を統合）に分けることができる

プラットフォーム事業者は、同機能のみを提供している「専業プレーヤー」（他層事業は協働型で展
開）と、アプリーケーション等他層の機能を合わせて提供している「兼業プレーヤー」（他層事業の全
部あるいは一部を統合）に分けることができる

専業プ
レーヤ

プラット
フォーム
機能

のみを提
供

既存事業
向けからの
横展開

ICT産業
向け展開

アプリ
ケーション層
からの拡大

ネットワーク
層・端末層
からの拡大

兼業プ
レーヤ

他層の
サービス
と組み合
わせて提

供

ICT産業以外の事業を対象に既にプ

ラットフォーム機能を提供しており、そ
の機能を電子商取引等に横展開した
プレーヤー 例）クレジットカード

ICT産業向けにプラットフォーム機能

の提供を開始したプレーヤー

例）ISP、電子認証、タイムスタンプ

アプリケーションとプラットフォーム
機能を組み合わせて提供している
プレーヤー
例）オンラインショッピング、DRM

ネットワークや端末をサービスとして
提供するために、プラットフォーム機
能を組み合わせて提供しているプ
レーヤー （例）携帯電話（iモード）、

情報家電

プラットフォーム事業者の種別

協働型

統合型

• 端末・ネットワーク・プラットフォーム（認証・課
金・ポータルサイトの運営等）を一体として展
開しているモデル

• ユーザーに対してワンストップサービスが提
供可能である。また市場ニーズの細分化に合
わせて協働型を併用する場合もある

• 複数の事業者が連携して、それぞれが得意と
するレイヤーの経営資源を持ち寄り、各パー
ツを組み合わせてオープンなビジネスモデル
を形成するもの

• エンドユーザに対しては、複数の事業体が窓
口を一本化することによって利便性を確保す
ることが可能である

統合・
協働

併用型

• アプリケーションの自社展開を進めつつも、他
事業者の有力なアプリケーションへのイン
ターフェースを提供するような併用パターン

（参考）「電気通信事業分野におけるブロードバンド競争政策の在り方」
（平成14年6月 総務省情報通信新時代のビジネスモデルと競争環境整備の在り方に関する研究会 最終報告書）
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他のレイヤとの関係 … 対アプリケーション層

アプリケーション層との関係でみた場合、統合型と協働型の区分に加え、協働型も、「デファクト」「デ
ジュレ」「マルチ」の3パターンに分けて考えることができる

アプリケーション層との関係でみた場合、統合型と協働型の区分に加え、協働型も、「デファクト」「デ
ジュレ」「マルチ」の3パターンに分けて考えることができる

統合型
協働型

AP

PF

企業A 企業B

独自仕様

イ
メ
ー
ジ

例

論
点

医療関連（カルテ等）

• PFの仕様をAP企業が支配し互

換性は低い

• 先発大手企業にとって最も魅力
あるモデル

• ユーザからの要望の反映をカ
スタマイズで反映させる例多い

デファクト デジュレ

AP

PF 企業
A

企業
B

企業
C

電子マネー、Webブラウザ

（複数企業連携の
場合も）

• APの市場ニーズとマッチ
したPF機能

• 企業Aの戦略次第で公共

的にも囲い込みにもなる
• 企業Aの倒産、撤退等の
リスクがある

AP

PF
公的

企業
B

企業
C

タイムスタンプ、ETC

• ベンダーリスクが低い
• 普及すれば価格低廉化
• ビジネスベースにならな
い（オーバースペック等）
場合がある。

時に移行

マルチ

AP

PF 企業
C

企業
A

企業
B

企業
D

コンテンツ配信

• ユーザに複数の選択肢
を与え利便性向上

• 倒産等によるリスクを軽
減

• 重複投資等が生じる可
能性

AP：アプリケーション層、 PF：プラットフォーム層

プラットフォーム層とアプリケーション層の関係

※PF企業の事業戦略上統合型と協働型を併用する場合もある（例：携帯電話会社における自社ポータル（公式ページ）とアドレスの手入力（非公式ページ）等）
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他のレイヤとの関係 … 対ネットワーク層

ネットワーク層とプラットフォーム層のあり方については、協働型に特色がある。すなわち、「マルチ」
型に加え、ドミナント（支配力のある）である層がプラットフォーム側にあるかネットワーク側にあるか
によって分けることができる

ネットワーク層とプラットフォーム層のあり方については、協働型に特色がある。すなわち、「マルチ」
型に加え、ドミナント（支配力のある）である層がプラットフォーム側にあるかネットワーク側にあるか
によって分けることができる

ネットワーク層とプラットフォーム層の関係

統合型
協働型

PF

NW

企業A 企業B
イ
メ
ー
ジ

例

論
点

PFドミナント

企業
B

企業
A PF

公的
イン
フラ

企業
B

企業
C

マルチ

企業
C

企業
A

企業
B

企業
D

PF：プラットフォーム層

PF

NW

携帯電話事業者

• プラットフォームを自社主導で
展開して、顧客拡大の基礎を築
いた点で貢献は大きい

• 今後のPFのあり方については、
国際標準やユーザの利便性等
で議論がある

クレジットカード決済

• デファクトのPFがNW環境
に依存せず（複数のNW
環境に対応）機能提供

• 企業Aの倒産等リスクは
あるが、NW企業にとって
PF機能共有によるコスト
メリットがある

標準時配信（電波）

• 標準時配信（NICT）、放
送衛星（宇宙開発事業
団）等公共性の極めて高
い一部通信インフラ

• 公共インフラではないが
性格上近いもの（通信衛
星等）もある

ISP（の多く）

• ISPの諸機能が（パソコン通
信と比べ）NW非依存となるこ

とで価格、サービス競争が増
した

• NW事業者もチャネル拡大の

ために進んで提携
• 倒産等によるリスクを軽減
• 重複投資等が生じる可能性

NW

PF

NW 企業
D

企業
C

NWドミナント

※PFドミナント、NWドミナントについては、デファクト・デジュレに細分化することも可能



各 論
（具体的な事業展開例）
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レイヤ別にみた事業展開例 … プラットフォーム専業

プラットフォーム事業者がプラットフォーム機能のみをサービスとして提供するもの。アプリケーション
事業については、自社資本の展開よりむしろ、（加盟店制度等）幅広い企業への接点を提供すること
による利用料収入をビジネスモデルとしている

プラットフォーム事業者がプラットフォーム機能のみをサービスとして提供するもの。アプリケーション
事業については、自社資本の展開よりむしろ、（加盟店制度等）幅広い企業への接点を提供すること
による利用料収入をビジネスモデルとしている

具体例

アプリ
ケーショ
ン層

プラット
フォーム

層

ネット
ワーク
層

端末層

•日本認証サービ
ス㈱
–公開鍵基盤(PKI)
に基づく各種証明
書の発行サービス
事業

•㈱スカイパーフェ
クト・コミュニケー
ションズ
–CSデジタル放送の
プラットフォーム事
業

•㈱オークネット
–衛星通信と地上回
線を組み合わせた
独自のネットシス
テムで、バーチャ
ルな中古車オーク
ション市場を提供

• 業種は多様（いずれもPF機能を用

いて展開する）

• 協働型（理由としてPF事業を提供

する会社が、複数企業出資による
合弁会社の形態をとることが多い
ため）

• 認証機能、課金機能、市場形成
機能等 （多様なAP事業者が共
有できるPF機能を提供）

• AP事業者の利用料収入の一定

比率あるいは加盟料

事例における特徴

関係のある
プラットフォー

ム機能

関連のある
アプリケー

ション

プレイヤ分類
（統合、協働）

プラットフォー
ムの規格の

あり方

その他
戦略上の
特色

課金

•鋼材ドットコム株
式会社

-鋼材取引のeマー

ケットプレイス関連
機能の提供

• プラットフォーム層事業者独自仕
様だが、アプリケーション層の事
業の取り込み・連携次第でデファ
クトスタンダード化を志向

• プラットフォーム機能をAP事業者
にオープンに展開するが、APの
市場規模が収益に直結するため、
有力APが不可欠の存在となる
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レイヤ別にみた事業展開例 … プラットフォーム層からの他層へ

プラットフォーム事業者が有力なコンテンツ、アプリケーションを資本協力等で取り込むことでユーザ
増を狙うモデル

プラットフォーム事業者が有力なコンテンツ、アプリケーションを資本協力等で取り込むことでユーザ
増を狙うモデル

具体例

アプリ
ケーショ
ン層

プラット
フォーム

層

ネット
ワーク
層

端末層

• メディアコンテンツ、オンライン小
売店等（プラットフォーム事業領域
次第）

• 統合と協働いずれもありうる
• 幅広いアプリケーション層事業者
と協働関係を築きつつ、「キラーコ
ンテンツ」については資本協力等
で取り組む

• プラットフォーム層事業者独自仕
様だが、アプリケーション層の事
業の取り込み・連携次第でデファ
クトスタンダード化を志向

• 課金、市場形成、認証、ポータル
（集約）機能等多様（エンドユーザ
向けにこれらをセットで提供する
場合が多い）

• AP層を取り込んだ場合エンドユー

ザからの収入をそのまま取り込み
可能

事例における特徴

関係のある
プラットフォー

ム機能

関連のある
アプリケー

ション

プレイヤ分類
（統合、協働）

プラットフォー
ムの規格の

あり方

その他
戦略上の
特色

課金

• プラットフォーム層事業者にとって
アプリケーションの利用者数及び
売上高が収支に直結するが、有
力APを内部に取り込むことで収

益性をさらに強化させるもの

•マイトリップ・ネット
㈱の買収【2004年
8月】
–「旅の窓口」で知られ
るホテル予約サイト

•ニフティ㈱
–インターネット接続
サービスの提供

•Game@nifty
【2001年2月サー
ビス開始】

•セコムトラストネッ
ト㈱
–データセンター，認
証系・監視系サー
ビスの提供

•トラステッド・サービ
ス・プロバイダ
–セキュリティ製品やSI
サービス

•楽天㈱
–インターネット上の
ショッピングモール
の企画・運営

•㈱帝国データバン
ク
–企業の信用調査
やDB化された企業
情報の提供

•C-モニタリング
【2005年4月サービ
ス開始】
–インターネット取引先
管理サービス

•トラステッド・サービ
ス・プロバイダ
–IPVPNなどのセキュ
リティネットワーク
サービス
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レイヤ別にみた事業展開例 … ネットワーク層からプラットフォーム層へ

ネットワーク事業者が自社回線を利用する顧客向けに付加価値としてPF機能を提供し、囲い込みを
図るモデル

ネットワーク事業者が自社回線を利用する顧客向けに付加価値としてPF機能を提供し、囲い込みを
図るモデル

アプリ
ケーショ
ン層

プラット
フォーム

層

ネット
ワーク層

端末層

• ㈱ＮＴＴドコモ
• ＫＤＤＩ㈱（ａｕ）
• ボーダフォン㈱

• ｉモード
• ＥＺｗｅｂ
• Vodafone live!

• ㈱ｼﾞｭﾋﾟﾀｰﾃﾚ
ｺﾑ

• ｲｯﾂ･ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝｽﾞ㈱
等

• J:COM NET
【1999年1月】

• かっとび
（CATV）
【1998年4月】

等

• NTT東日本
• NTT西日本

• フレッツオン
デマンド
【2001年11月】

– コンテンツ配信
PF

対象となるネットワークによって異なる
• （携帯電話）Webに準じる多様なコン

テンツ（映像、音楽等）あるいはアプリ
ケーション（登録・変更等）

• （ケーブルテレビ）映像配信

• ネットワーク層事業者による統合型
（かつ同一企業による提供が主）

• 垂直統合プレイヤに沿った複数規格
の並立

• インターネットへのゲートウェイ機能
• モバイルコンテンツ・サービス利用に
付随するPF機能（利用者認証、与信、

課金等）
• ネットワーク上のセキュリティ確保に
関する機能（認証、ウイルスチェック）

• ICチップ機能を活用した機器認証

• ネットワーク及びプラットフォーム利用
料（＋AP利用料）をネットワーク事業

者がユーザに課金

事例における特徴

関係のある
プラットフォー

ム機能

関連のある
アプリケー

ション

プレイヤ分類
（統合、協働）

プラットフォー
ムの規格の

あり方

その他
戦略上の
特色

課金

• プラットフォームを独自提供とすること
でネットワーク利用者の囲い込み及び
１ユーザ利用額の高額化を図る

・Bフレッツ
– 光IP網通信
サービス

• 日本テレコム

• Synchronet カ
ンファレンスプ
ラットフォーム
【2005年1月】

– 電子会議PF

具体例
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レイヤ別にみた事業展開例 … アプリケーション層からプラットフォーム層へ

アプリケーション事業者が顧客への信頼性向上や、サービスの多様化のためにPF機能を独自提供
するモデル

アプリケーション事業者が顧客への信頼性向上や、サービスの多様化のためにPF機能を独自提供
するモデル

アプリ
ケーショ
ン層

プラット
フォーム

層

ネット
ワーク層

端末層

具体例

•㈱ソニーコミュニ
ケーションネット
ワーク

•レコード会社
17社

•㈱レーベルゲー
ト【2000年4月設
立】
–音楽配信サービス
（Mora)のためのプ
ラットフォーム事業

•エイベックス㈱

•エイベックスネッ
トワーク㈱ 【2000
年4月サービス開
始】
–音楽配信サービス
「＠Music」のプラット
フォーム事業

• コンテンツ（音楽）、書籍等 （今後は多様化し
ていくと思われる）

• ユーザのコンテンツ購入費の一部、端末事業
者の広告費等

• デジタルコンテンツの配信に関連する機能
（DRM）

• デジタルコンテンツの市場販売に関する電子
商取引関連機能 （課金決済、市場形成等）

• ポータル機能（協働型）

• アプリケーション層の事業者が従来の販売
チャネルを補完するために提供した、より廉
価で簡単に利用できるオンラインサービスとし
ての位置づけ

関係のある
プラットフォー

ム機能

関連のある
アプリケーショ

ン

プレイヤ分類
（統合、協働）

プラットフォーム
の規格のあり方

その他
戦略上の特色

課金

事例における特徴

• 協働型（コンテンツ事業者連携による新会社
設立）と統合型のいずれも見受けられた

• 協働型は参加事業者数を増やすことで「デ
ファクト」音楽配信プラットフォームを志向、統
合型は独自プラットフォームを志向

•インプレス

•㈱リーディングス
タイル 【2004年3
月設立】
–電子書籍の市場創
出を目的とした、「次
世代読書フォーラ
ム」を運営
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レイヤ別にみた事業展開例 … 端末層からプラットフォーム層へ

端末事業者が自社の製品・製造技術を、プラットフォーム機能の取り込みによってアプリケーション層
事業者向けに商品化するモデル

端末事業者が自社の製品・製造技術を、プラットフォーム機能の取り込みによってアプリケーション層
事業者向けに商品化するモデル

アプリ
ケーショ
ン層

プラット
フォーム

層

ネット
ワーク層

端末層

具体例

•ソニー㈱
–Felica（非接触
ICカード）の提
供

•ビットワレット㈱
【2001年1月設立、
2001年11月サービ
ス開始】
–「Edy」の運営

•東日本旅客鉄道
㈱【2001年11月
サービス開始】
–「SUICA」の運営

•ｱｯﾌﾟﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ
㈱【2001年11月
販売開始】
– HDD搭載ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ
MP3ﾌﾟﾚｰﾔｰ
「iPod」の提供

•ｱｯﾌﾟﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ
㈱【2001年1月提
供開始】
–楽曲の再生・購入
可能な統合ソフト
ウェア「iTunes」の
提供

• 電子マネーによる商品購入全般、音楽
配信等（機器事業者の業務内容、機器
用途による）

• 従来製品の付加価値のみを追求した端
末事業者がPF機能の提供によって、
AP事業者のサービスも巻き込み、製

品・技術の高付加価値化を実現

関係のある
プラットフォーム

機能

関連のある
アプリケーション

プレイヤ分類
（統合、協働）

プラットフォーム
の規格のあり方

その他
戦略上の特色

課金

事例における特徴

• 端末層メーカによる統合型

• ICチップによる機器認証、決済機能、知

的財産権機能等
（機器事業者の業務内容、機器用途に
よる）

• 自社仕様による囲いこみ型としての位
置づけになる。ただし、アプリケーション
層に相当するユーザをより多く獲得する
ことによって事実上の「デファクト」スタン
ダードを志向している場合が多い

• アプリケーション層の（別の）事業者から
コンテンツ等の売上高のうち一定比率
（数％）をプラットフォーム利用料として
徴収する

•日産自動車㈱

•カーウィングス
【2002年2月サービ
ス開始】
–自動車向けコンテ
ンツ配信等の総合
テレマティクス
サービス

•シャープ㈱

•BBスペースタ
ウン【2004年5月
サービス開始】
–自律型ルータ
「SEIL」を利用した
ネットワーク接続
サービス

※ネットワークは
Bフレッツを使用
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レイヤ別にみた事業展開例 … アプリケーション層及びネットワーク層からプラットフォーム層へ

ネットワーク事業者が別のアプリケーション事業者と手を組んでプラットフォームを共通化するものネットワーク事業者が別のアプリケーション事業者と手を組んでプラットフォームを共通化するもの

アプリ
ケーショ
ン層

プラット
フォーム

層

ネット
ワーク層

端末層

具体例

•日本テレビ放送網
㈱

•NTT-ME
•NTT東日本
•NTTコム

•㈱ビーバット【2000
年9月設立】
–ｺﾝﾃﾝﾂﾎﾙﾀﾞ向けの著作
権保護・管理ｼｽﾃﾑの
提供と、ｺﾝﾃﾂ配信事業
者向けの権利済ｺﾝﾃﾝﾂ
の提供

※「BROBA」は平成１６年度３月末にエヌ・ティ・ティ レゾナント㈱に営業譲渡

• アプリケーション層事業者の自社コ
ンテンツが中心（ゲーム、映像コン
テンツ等）

• アプリケーション層事業者とネット
ワーク層事業者の協働型

• アプリケーション層のコンテンツ販
売事業者によるコンテンツ販売高
の一定比率がプラットフォーム層事
業者の収入

• コンテンツの権利処理、配信、販売
に関する諸機能（DRM、決済、認

証等）
• ポータル機能

• ネットワーク事業者の事業多角化
（廉価が進むネットワークから上流
へのシフト）ニーズとアプリケーショ
ン層事業者の販売チャネル拡大
ニーズがマッチしたもの

関係のある
プラットフォー

ム機能

関連のある
アプリケーショ

ン

プレイヤ分類
（統合、協働）

プラットフォー
ムの規格のあ

り方

その他
戦略上の特色

課金

• 独自規格

事例における特徴

•㈱電通

•KDDI㈱

•㈱ユビキタス・コア
【2005年3月設立】
–携帯電話を軸としたｸﾛ
ｽﾒﾃﾞｨｱ型のﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
事業

•タワーレコード㈱

•ＮＴＴコミュニケー
ションズ

•音楽配信サイト「OCN 
MUSIC STORE」上で音
楽CDやDVDの販売を開

始するとともに、プリペイ
ド式電子マネーサービス
を導入
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レイヤ別にみた事業展開例 … アプリケーション層及び端末層からプラットフォーム層へ

端末機能の高付加価値化を目指すためにプラットフォーム機能及び関連するアプリケーション事業
者を取り込もうとするモデル

端末機能の高付加価値化を目指すためにプラットフォーム機能及び関連するアプリケーション事業
者を取り込もうとするモデル

具体例

アプリ
ケーショ
ン層

プラット
フォーム

層

ネット
ワーク層

端末層

• デジタルコンテンツ系（映像コンテ
ンツ、電子書籍）

• 再現等で端末に依存する場合も

• アプリケーション事業者と端末事業
者による協働型

• 統合型の場合独自仕様、協働型の
場合参加事業者の増加によるデ
ファクトスタンダード志向

• 知的財産系（DRM)
• 認証、課金機能

• 端末の販売増を前提としたモデル。
ただし、端末非依存としアプリケー
ション利用者の拡大を優先させる
場合も

関係のある
プラットフォー

ム機能

関連のある
アプリケーショ

ン

プレイヤ分類
（統合、協働）

プラットフォー
ムの規格のあ

り方

その他
戦略上の特色

課金

事例における特徴

• コンテンツ販売高の一定比率ある
いは加入料がプラットフォーム層事
業者の収入となる

•㈱パブリッシングリン
ク 【2003年11月設立、
2004年4月サービス開
始】
–電子書籍の貸本ポータ
ルサイト「Timebook
Town」を運営

•㈱講談社
•㈱新潮社
•㈱筑摩書房
他

•ソニー㈱

•電子書籍ビジネスコ
ンソーシアム【2003年
10月設立】
–電子書籍の普及促進

•イーブックイニシア
ティブジャパン

•勁草書房
他

•松下電器産業㈱
（ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑｿﾘｭｰ
ｼｮﾝｽﾞ）

•㈱東芝
他

•エー・アイ・アイ㈱
【2000年設立、2003年
ｿﾆｰﾈｯﾄﾜｰｸｺﾝﾃﾝﾂ
と合併】
–CDNの構築・運営、プ
ラットフォーム提供（課
金・認証）等

•日本テレビ放送
網㈱

※2005年４月出資

•ソニー㈱


